
 
 

平成３０年１月２４日 

戦略会議（研究推進）決定 

       改正 令和６年４月１２日 

研究戦略部会決定 

 

 

「研究大学強化促進事業」Ｂメニュー研究ユニット評価等実施要領 

 

１．目的 

「研究大学強化促進事業」Ｂメニューの実施状況を適切に把握し、必要な指導・助言をするこ

とで、今後の各ユニットの取組みの着実な実施を図るとともに、各ユニットの活動状況・研究成

果等を今後の研究戦略・企画等に反映させることを目的とし、これまで年次の実績報告書の提

出をユニットに求めてきたが、「研究大学強化促進事業」の内製化に伴い評価方法・頻度を見直し、

各ユニットがより研究に専念し、邁進できる環境を提供する。 

 

 

２．手順について 

設置期間が３年以上のユニットについては中間評価を実施する。終了ユニットについては、ユニ

ット設置期間中の成果等を評価する。（以下、「評価等」という。） 

評価等の手順については、以下のとおり。 

（１）「研究大学強化促進研究ユニット運用委員会」委員、各ユニットのアドバイザー等（以下、「委

員等」という。）により、各対象ユニットから提出された成果報告書について、本実施要領に

基づき、評価等のコメントを記入する。（別紙１～別紙３に記入。） 

（２）必要に応じて実施する各ユニットへのヒアリングを踏まえて、各委員等の評価等のコメント

をとりまとめる。 

（３）評価等の結果は、学術研究・産学官連携推進本部戦略会議（研究推進）等に報告するととも

に各ユニットへ通知する。 

 

３．評価等の観点 

各委員等は、各ユニットの①～⑤の各区分の評価等の観点に基づき、評価等を実施する。 

 

【最先端国際研究ユニット（Ｂ－１）】 

区分 評価等の観点 

① 
当初構想・計画どおりに研究活動が進捗し､学術的価値、独創性の点で、世界トップ

レベルと評価される可能性が期待できるか。 

② 
研究ユニットの活動が活発であり、競争的資金等による研究資金が確保されたかまた

は確保が期待できるか。 

③ 
若手研究者、外国人研究者等の招へいによる研究推進体制や、学内外の関係機関等と

の連携体制は構築され、共同研究等の発展が見込まれるか。 

④ 
異分野融合等による将来の重要な学問分野の創造が期待され、国際的な研究拠点形成

に向けた発展可能性があるか。 

 



 
 

【国際若手招聘研究ユニット（Ｂ－２）】 

区分 評価等の観点 

① 当初構想・計画どおりに研究活動が進捗しているか。 

② 
研究ユニットの活動が活発であり、競争的資金等による研究資金が確保されたかまた

は確保が期待できるか。 

③ 
外国人特任教員を中心とした異分野の研究者同士の連携・協力体制が構築され、今後

の外国人特任教員の定着や共同研究等の展開が期待できるか。 

④ 
異分野融合等による将来の重要な学問分野の創造が期待され、ユニット設置期間終了

後の研究拠点形成等への発展可能性はあるか。 

 

【若手新分野創成研究ユニット（Ｂ－３）】 

区分 評価等の観点 

① 当初構想・計画どおりに研究活動が進捗しているか。 

② 
本メニューの主旨（斬新なアイディアやチャレンジ性、新原理の発展や斬新な着想、

方法論の提案等）に沿った研究成果等が挙がったか。 

③ 
異分野の研究者同士の連携・協力体制が構築され、今後の共同研究等の展開が期待で

きるか。 

④ 
異分野融合等による将来の重要な学問分野の創造が期待され、ユニット設置期間終了

後の発展可能性はあるか。 

 

４．コメントの記入について 

各委員等は、３．評価等の観点及び以下の留意事項を踏まえ、評価等のコメントを記入する。 

 

（留意事項） 

・各ユニットの進捗状況等に関する評価・助言。 

・各ユニットの研究マネジメント、研究推進体制等に関する評価・助言。 

・各ユニットの研究成果等に関する評価・助言。 

・その他各ユニットの各種活動に関する評価・助言。 

 

５．その他 

   終了ユニットについては、研究者向けの公表用様式（Ａ４で１枚程度）を作成し、ＨＰ等で成果

等を公表する。 

その他、アドバイザー面談等、Bメニュー研究ユニット評価等に必要な事項については、別に

定める。 

 


